
１２月の学校経営 VISION

大志にいどみ 活気あふれる わが母校こそ わが誇り ～地域に誇れる一流の吉岡中学校～

よく学ぶ生徒（知） 心豊かな生徒（徳） 健康でたくましい生徒（体）

１２月の学校経営の重点 ○後期前半のまとめの指導と冬季休業中の指導の徹底

１２月の生徒指導重点目標
○後期人権週間への積極的な取組 ○教育相談活動の充実 ○後期前半の反省と冬休みの計画

（指導内容） １年間の反省 冬休みの生活設計 冬休みの生活指導

今月の留意点

１ 後期前半、平成２９年のまとめの指導（新たな気持ちで新年を迎えることがで
きるよう後期前半及び平成２９年の締めくくりをしっかり行わせる）

・通知票や活動の記録などの取組を通して、生徒が自分の成長を実感でき、自信
を持つことができるような指導支援を行う。

・教室等の大掃除を行う。生徒のロッカー、靴箱、机の中をきれいにさせる。掲
示物の点検を行う。上履きの持ち帰りと自分で手洗いの推奨

・各教科、領域とも進捗状況を確認し、３月までを見通して、冬休み前までに行
うべき内容は計画的に実施する。（授業の積み残し、履修漏れのないように）
自尊感情を高める

２ 健康管理の徹底（体調を崩さないように指導する）
・欠席生徒の状況をしっかり把握する。（健康観察をしっかり行う）
・かぜ、インフルエンザ、ウイルス性胃腸炎、ノロウイルスなどを予防するため、
うがい、手洗い、マスクの着用、定期的な換気を指導する。

・エアコンおよびストーブの利用と教室の換気を上手に行う。
・睡眠、栄養のバランスについて指導する。
健康は自己管理から

３ 成績関係の処理の確実な実施（根拠に基づき適正に行う）
・評価、評定についての保護者からの問い合わせに対し、対応できるよう根拠を
明らかにしておく。

・複数の目で確認し、ミスを防ぐ。（ミスは恥ずかしいことではありません。人
間が行うことである以上、ミスはあるものと考えて対応する。）

・成績関係の提出日（３年調査書の評定 １２月４日〆切）は厳守する。
信頼性を担保する

４ 冬季休業中の指導の徹底（充実した冬休みとなるよう指導する）
・「冬休みのしおり」を活用し、生活面、学習面等で目標を持たせ、しっかりと
した計画を立てさせ、規則正しい生活を送ることができるよう指導する。

・３つの事故（交通事故、不注意からくる怪我等の事故、非行問題行動に関わる
事故）を起こさないように事前指導を入念に行う。

・３年生には、受験（受検）に向けての勉強の目標を持たせるとともに、高校受
験（受験）に向けての事務的な手続き（願書提出など）を期日までに行うよう
指導する。
ねらいを持たせる


